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東近江市社会福祉協議会サロン活動助成事業実施要綱 
 

（目 的） 

第１条 サロン活動を通して介護予防を推進し、高齢者が住み慣れた地域で元気でいきいきと安心して

暮らせるよう、地域住民が主体となって行う気軽に集える場づくりを支援することを目的とする。ま

た、身近な地域で高齢者や障がい者をはじめ、住民同士が交流を深め、地域で生まれる連帯感や見守

り意識を高めるとともに、地域にある暮らしの課題を共有し、解決に向けて助け合い支え合いながら

安心して暮らせる地域づくりを目的とする。 

 

（助成対象） 

第２条 東近江市内でサロン活動を実施する以下の団体とする。ただし、東近江市及び東近江市社会福

祉協議会(以下、本会という。)からサロン活動に対して他の助成金を受けた団体は除く。 

(１) 自治会、町内会 

(２) 実施地域内の自主的な組織 

(３) その他、会長がこの助成事業に適していると認めるもの 

 

（助成期間） 

第３条 当年４月１日から翌年３月３１日までとする。 

 

（助成対象となる活動） 

第４条 次の(１)～(４)を満たす活動とする。 

(１) 地域内の概ね６５歳以上の高齢者や障がい者を対象とし、住民が主体となって地域の実情に合 

わせて実施する次のような活動 

①地域で孤立することなく、誰でも気軽に安心して普段着のままで集まれる居場所づくり 

    ②高齢者の閉じこもり防止を図り、介護予防や健康の維持向上、生きがいづくりを目指す活動 

    ③地域の特色及び住民の興味や関心が生かされる活動 

    ④地域での交流や世代間交流を積極的に推進する活動 

(２) 継続が可能な活動 

参加者と実施者という区別がなく、一緒に考えながらすすめる活動 

(３) １回あたり対象者の参加実績が５名以上の活動 

(４) 年間６回以上開催実績のある活動 

 

（助成金額） 

第５条 １回の開催につき４，０００円とし、年間５０，０００円を限度に助成する。 

 

（助成金の対象となる経費） 

第６条 サロン活動に係る費用とする。ただし、スタッフの人件費、打合せに係る費用及びアルコール

類は対象外とする。 

 

（申請方法） 

第７条 「サロン活動助成事業申請書 (様式第1号)」に「サロン活動年間実施計画書 (様式第2号）」を 

添付し、期日までに本会へ提出するものとする。 
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（助成金の決定） 

第８条 助成金は会長が審査のうえ、助成の可否を決定し、「助成金交付決定通知 (様式第3号)」により 

通知する。 

 

（助成金の交付） 

第９条 助成金の交付は申請に基づき概算払いとする。「助成金交付決定通知 (様式第3号)」を受けた申

請者は、速やかに「サロン活動助成金請求書 (様式第4号)」に必要書類を添付し、本会へ提出するも

のとする。 

２ 本会は「サロン活動助成金請求書 (様式第4号)」を受け付けた場合、翌月２０日(金融機関が休み 

の場合は翌営業日)までに指定口座に振り込むものとする。 

 

（報告書の提出） 

第10条 年間の活動終了後速やかに、「サロン活動助成事業報告書 (様式第5号)」及び「サロン活動開 

催実績報告書 (様式第 6 号）」に、助成金額分の領収書又はレシート(写し)を添付し、本会へ提出する

ものとする。 

 

（助成金交付の返還・取消） 

第11条 会長は、次の事項のいずれかに該当するときは、助成金の全部及び一部を返還又は取り消しを 

求めることができる。 

(１) 余剰金が生じたとき 

(２) 開催実績が６回に満たないとき 

(３) 開催実績が実施計画に満たないとき 

  (４) 本要綱の目的以外に使用したとき 

  (５) 虚偽の申請、その他不正な手続きにより交付を受けたとき 

  (６) 助成事業を遂行する見込みがなくなったと認めるとき 

  (７) 構成メンバーに反社会的勢力に関係するものがいる場合 

 

（その他） 

第12条 この要綱に定めるもののほか、この事業の実施に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

２ 本助成事業については、財政状況を鑑み、毎年見直しを行うものとする。 

 

附則 

 この要綱は平成２８年４月１日から施行する。 

 この要綱は平成３０年４月１日から施行する。 

 この要綱は平成３１年４月１日から施行する。 

 この要綱は令和 ６年４月１日から施行する。 

 


